
問

来
年
４
月
か
ら
国
保

の
保
険
者
が
県
と
市
町
村

に
変
わ
る
。
各
市
町
村
は

県
に
対
し
県
が
算
定
し
た

納
付
金
を
納
め
、
給
付
費

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
と

な
る
。

９
月
に
開
か
れ
た
県
の

第
２
回
国
保
運
営
協
議
会

で
、
今
年
度
に
当
て
は
め

た
場
合
の
１
人
あ
た
り
の

保
険
税
額
試
算
と
、

年
28

度
実
績
と
の
比
較
が
、
２

万
４
５
７
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
。

年
度
に
１

28

人
約
２
万
円
も
の
国
保
税

の
負
担
増
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
が
県
の
試
算
で
必
要

な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

市
は
来
年
度
の
国
保
税

に
つ
い
て
「
引
き
下
げ
る

方
向
」
だ
と
示
し
て
い
る

が
、
１
人
あ
た
り
約
２
万

円
程
度
の
引
き
下
げ
が
可

能
と
思
う
が
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
30

年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て

は
、
第
３
回
県
国
保
運
営

協
議
会
に
お
い
て
公
表
さ

れ
た
仮
係
数
を
用
い
た
本

市
の
納
付
金
額
及
び
標
準

保
険
料
率
を
参
考
に
し
、

基
本
的
に
は
引
き
下
げ
る

こ
と
を
前
提
に
検
討
を
進

め
て
い
る
が
、
将
来
的
に

も
安
定
的
な
財
政
運
営
を

図
る
た
め
の
中
長
期
的
な

視
点
も
必
要
と
考
え
る
。

今
後
、
市
の
国
保
運
営

協
議
会
で
財
政
運
営
計
画

等
を
審
議
す
る
予
定
。

問

減
免
す
る
基
準
な
ど

は
広
く
市
民
に
周
知
さ
れ

示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
医
療
機
関
で
の

国
保
法
第

条
に
基
づ
く

44

一
部
負
担
の
減
免
制
度
が

周
知
不
足
、
実
態
に
即
し

て
い
な
い
と
の
声
も
あ
る

が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

一
部
負

担
金
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
国
保
だ
よ
り
や
チ
ラ

シ
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て

い
る
。
特
別
に
理
由
が
あ

る
被
保
険
者
の
徴
収
猶
予

や
減
免
は
、
国
の
基
準
に

合
わ
せ
て
実
施
要
領
を
定

め
運
用
し
て
い
る
。

保
険
料
の
減
免
に
つ
い

て
は
、
条
例
の
定
め
に
よ

り
、
生
活
困
窮
世
帯
な
ど

に
行
っ
て
お
り
、
倒
産
や

解
雇
な
ど
に
よ
り
失
業
し

た
方
に
つ
い
て
は
軽
減
制

度
に
該
当
す
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
ま
ず
は
相
談
を

い
た
だ
け
れ
ば
。

問

国
保
特
別
会
計
で
基

金
残
高
が

年
度
末
で
約

29

８
億
５
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
広
域
化
後
の
保

険
給
付
費
は
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
給
付

費
不
足
に
備
え
る
目
的
と

し
て
の
基
金
は
不
要
に
な

る
。
基
金
を
計
画
的
に
取

り
崩
し
、
高
す
ぎ
る
国
保

税
の
引
き
下
げ
に
努
め
る

べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

高
額
な

新
薬
等
の
影
響
に
よ
る
国

保
納
付
金
の
急
激
な
増
嵩

や
、
収
納
率
低
下
に
よ
る

納
付
金
不
足
、
保
険
税
の

毎
年
度
ご
と
の
乱
高
下
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
財

政
調
整
機
能
と
し
て
基
金

が
必
要
。
来
年
度
以
降
の

県
と
の
共
同
運
営
の
中
で

適
正
規
模
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。
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７
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
国
民
健
康
保
険
税
、

②
大
荒
地
内
・
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
、
③

大
山
コ
ミ
セ
ン
の
建
替
え
に
つ
い
て
、
市
当
局
の
対
応

を
質
し
ま
し
た
。

基
金
８
億
５
千
万
円
、
計
画
的
取
り
崩
し
を

「
不
戦
の
誓
い
、
憲
法

改
悪
を
許
さ
な
い
市
民
集

会
」
が
８
日
、
こ
ぴ
あ
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
、
「
憲
法

改
悪
の
問
題
点
」
と
題
し

て
脇
山
拓
弁
護
士
が
講
演

（
写
真
）
し
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
シ
ベ
リ
ア

地
ま
で
約
８
０
０
㍍
の
距

離
で
あ
り
、
配
慮
に
か
け

る
答
弁
に
も
不
満
の
声
が

出
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
態
を
市
長

は
ど
の
様
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

市
民
部
長

立
地
の
選
定

や
合
意
形
勢
の
プ
ロ
セ
ス

に
な
ど
、
至
ら
な
か
っ
た

点
は
真
摯
に
反
省
し
お
詫

び
す
る
。
市
民
に
今
後
の

計
画
は
整
備
事
業
に
つ
い

て
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

市
長

こ
の
問
題
を
考
え

る
市
民
の
会
か
ら
懇
談
の

申
し
入
れ
が
あ
り
、
対
応

を
検
討
中
だ
が
、
な
お
担

当
部
局
か
ら
の
詳
細
な
説

明
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

合
意
プ
ロ
セ
ス
に
問
題

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
反
省
し
た
上
で
、
整

備
事
業
に
つ
い
て
地
域
住

民
・
市
民
に
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
に
説
明
す
る
様

に
指
示
し
て
い
る
。

問

市
長
は
先
の
選
挙

で
、
地
域
紙
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
現
場
の
意
向
を

良
く
伺
っ
て
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
も
し
こ
こ
こ
が
最
善

の
適
地
で
あ
れ
ば
地
元
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
た
い
が
、
現
時
点
で

は
十
分
な
情
報
が
な
い
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
混
乱
が

生
じ
て
い
る
の
か
、
立
地

を
選
ぶ
過
程
、
合
意
形
成

の
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
て
現

市
政
の
取
組
を
把
握
し
た

う
え
で
判
断
し
た
い
」
と

回
答
し
て
い
る
。

現
地
で
は
「
住
民
合
意

が
な
い
ま
ま
で
の
推
進
は

や
め
て
ほ
し
い
」
と
の
声

に
反
し
て
、
調
査
事
業
が

進
め
ら
れ
、
住
民
か
ら
不

満
と
不
安
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
９
月
議
会
で
、

市
当
局
が
「
近
隣
民
家
か

ら
は
十
分
に
距
離
が
離
れ

て
い
る
」
と
答
弁
し
た
が
、

住
宅
地
か
ら
計
画
予
定
地

の
一
番
近
く
で
は
約
２
０

０
㍍
、
埋
立
予
定
の
中
心

最
終
処
分
場
、
地
元
の
不
満
ど
う
受
け
止
め
る

抑
留
支
援
・
記
録
セ
ン
タ

ー
の
有
光
健
氏
と
、
「
沖

縄
に
連
帯
す
る
」
テ
ー
マ

で
市
民
集
会
事
務
局
の
小

泉
信
三
氏
、
平
和
を
つ
く

る
市
民
の
会
の
漆
山
ひ
と

み
氏
が
話
し
、
集
会
決
議

を
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
日
本
共
産

党
鶴
岡
市
議
団
の
５
議

員
、
工
藤
範
子
庄
内
町
議

が
出
席
し
ま
し
た
。



問

市
長
は
市
長
選
の
公

約
の
中
で
、
「
市
の
経
済

を
支
え
て
い
る
働
く
人
に

寄
り
添
う
市
政
と
す
る
た

め
、
労
働
団
体
と
定
期
的

に
協
議
を
実
施
す
る
こ

と
、
非
正
規
か
ら
正
社
員

化
を
目
指
す
取
り
組
み
を

県
と
連
携
し
支
援
す
る
」

こ
と
を
公
約
し
た
。

市
長
が
公
約
を
掲
げ
る

に
至
っ
た
経
過
に
つ
い

て
、
鶴
岡
市
政
の
中
で
の

非
正
規
労
働
へ
の
問
題
意

識
に
つ
い
て
問
う
。

商
工
観
光
部
長

鶴
岡
管

内
の
求
人
動
向
は
、
正
社

員
有
効
求
人
倍
率
は
１
・

％
だ
が
、
新
規
求
人
数

25の
内
訳
で
は
、
正
社
員
の

求
人
は

・
６
％
に
と
ど

40

ま
り
、
全
国
、
県
の
平
均

と
比
較
し
て
も
低
い
状
況

に
あ
る
。

非
正
規
雇
用
は
正
規
雇

用
と
比
較
し
賃
金
水
準
に

顕
著
な
開
き
が
あ
り
、
雇

用
期
間
、
保
険
、
年
金
等

の
福
利
厚
生
な
ど
正
規
雇

用
と
比
べ
劣
る
部
分
が
多

く
、
生
活
基
盤
の
不
安
定

性
か
ら
結
婚
、
出
産
を
控

え
る
な
ど
人
口
減
少
の
要

因
と
な
り
得
る
深
刻
な
社

会
問
題
と
認
識
し
て
い

る
。
雇
用
形
態
は
若
年
層

の
人
口
流
出
の
一
因
、
地

元
回
帰
を
呼
び
か
け
る
上

で
の
支
障
と
な
り
、
大
き

な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。非

正
規
か
ら
正
規
へ
の

転
換
を
促
進
す
る
た
め
の

県
と
の
連
携
・
支
援
が
有

効
と
し
て
公
約
と
し
て
い

る
。

問

山
形
県
で
は
「
山
形

県
正
社
員
化
・
所
得
向
上

促
進
事
業
」
を
す
す
め
て

い
る
。
鶴
岡
市
の
県
と
の

連
携
、
今
後
の
市
独
自
の

施
策
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
検
討
を
行
う
の

か
問
う
。

商
工
観
光
部
長

国
で
は

「
正
社
員
転
換
・
待
遇
改

善
実
現
プ
ラ
ン
」
を
平
成

年
か
ら
す
で
に
実
施

28し
、
事
業
主
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
の

利
用
促
進
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

県
で
も
「
若
年
非
正
規

労
働
者
正
社
員
化
支
援
事

業
」
の
ほ
か
、
「
正
社
員

化
・
所
得
工
場
促
進
事
業

奨
励
金
」
を
今
年
度
創
設

し
た
。
国
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
助
成
金
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鶴
岡
管
内
で
は
、

平
成

年
度

件
、
今
年

28

59

度
は

月
末
現
在
で

件

11

59

の
申
請
と
聞
い
て
い
る
。

市
と
し
て
よ
り
一
層
の

周
知
と
、
関
係
機
関
を
通

じ
企
業
へ
の
働
き
か
け
を

行
う
。

庄
内
農
業
農
民
運
動
連

合
会
（
庄
内
農
民
連
、
渡

部
正
一
会
長
）
の
第

回
18

定
期
総
会
が

日
、
庄
内

10

産
直
セ
ン
タ
ー
（
栃
屋
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
で
農
家
が
つ
ぶ
れ
る

」
と
題
し
て
、
県
農
民

?!連
税
金
対
策
部
長
の
梶
昇

司
氏
が
記

念
講
演
。

梶
氏
は
、

「
軽
減
税

率
が
導
入

さ

れ

て

も
、
輸
送

等
の
コ
ス
ト
は
増
税
で
上

昇
す
る
の
で
、
食
料
品
価

格
が
据
え
置
か
れ
る
保
証

は
な
い
」
と
指
摘
。
複
数

税
率
と
同
時
に
導
入
さ
れ

る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

で
免
税
事
業
者
が
取
引
か

ら
排
除
さ
れ
、
大
多
数
の

農
家
が
新
た
に
消
費
税
の

申
告
納
税
を
強
い
ら
れ
る

問
題
を
解
説
。
イ
ン
ボ
イ

ス
阻
止
の
た
め
に
も
増
税

中
止
を
求
め
る
運
動
を
広

げ
よ
う
、と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
関
徹
県
議

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
12月7日入札分

・市道小名部小国線 宮下橋橋梁補修設計業務（小名部地内）（入札12
業者）
(株)石川測量事務所 5,300,000円（5,500,000円）期間～30/3/23（落札率96.36％）
・市道筬橋線 筬橋橋梁補修設計業務（美原町地内）（入札12業者）
ブレンスタッフ(株) 5,550,000円（5,784,000円）期間～30/3/23（落札率95.95％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月7日入札分

・本町二丁目広場(仮称)公衆トイレ設置工事（本町二丁目4番地2）（入
札8業者）
(株)誠朋建設 13,200,000円（13,640,000円）工期～30/3/16（落札率96.77％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月6日入札分

・市公共下水道事業 汚水12Ｇ－009号他基本設計業務（余慶町地内）（入
札10業者）
(株)鈴木測量事務所 5,950,000円（6,167,000円）期間～30/3/20（落札率96.48％）
・市公共下水道事業 汚水19Ｉ013号マンホールポンプほか新設工事（青
龍寺ほか地内）（入札3業者）
森建設工業(株) 52,000,000円（53,598,000円）工期～30/3/26（落札率97.02％）

７
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
山
田
守
議
員
は
、
①
非
正
規
雇
用
か
ら
正

規
雇
用
転
換
へ
の
施
策
、
②
鶴
岡
市
の
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
、
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

正
社
員
化
、
市
独
自
施
策
の
検
討
は

問

現
在
、
学
生
の
２
人

に
１
人
が
奨
学
金
を
借

り
、
貸
与
人
員
は
１
９
９

８
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま

で
の
間
に
、
３
・
５
倍
に

も
上
っ
て
い
る
。
平
均
的

な
ケ
ー
ス
で
３
０
０
万

円
、
多
い
場
合
に
は
１
千

万
円
の
借
金
を
背
負
っ
て

社
会
人
と
し
て
出
発
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
非
正
規

雇
用
の
増
大
な
ど
で
卒
業

後
の
雇
用
・
収
入
は
不
安

定
に
な
っ
て
お
り
、
大
学

・
短
大
な
ど
を
卒
業
し
た

～

代
の
３
分
の
１
以

30

50

上
が
年
収
３
０
０
万
円
以

下
の
賃
金
で
働
て
い
る
。

現
在
、
奨
学
金
を
借
り
た

市
と
し
て
の
教
育
費
支
援
策
は

８
人
に
１
人
が
滞
納
や
返

済
猶
予
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
で
、
市
と
し
て
運
営
し

て
い
る
各
奨
学
金
制
度
の

よ
り
よ
い
運
用
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
、
例
え
ば
教

育
費
用
の
支
援
策
と
し
て

旧
藤
島
町
単
独
事
業
と
し

て
行
っ
た
「

世
紀
教
育
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支
援
事
業
」
の
よ
う
な
制

度
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

検
討
が
必
要
と
考
え
る

が
、
鶴
岡
市
と
し
て
の
教

育
費
用
支
援
策
に
つ
い
て

所
見
を
伺
う
。

教
育
部
長

奨
学
金
制
度

は
、
近
年
償
還
困
難
者
の

増
加
が
社
会
問
題
化
し
、

全
国
的
に
も
返
済
の
必
要

が
な
い
「
給
付
型
奨
学
金
」

の
検
討
や
導
入
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。
教
育
ロ
ー

ン
の
利
子
補
給
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
合
併
前
の
旧

藤
島
町
、
櫛
引
町
で
行
っ

て
い
た
が
、
現
在
い
ず
れ

の
事
業
も
終
了
し
て
い

る
。
昨
今
の
低
金
利
政
策

下
で
は
、
教
育
ロ
ー
ン
の

利
子
補
給
と
い
う
手
法
が

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
ど

の
程
度
効
果
が
あ
る
の
か

不
透
明
で
、
今
の
と
こ
ろ

実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

今
後
、
市
の
奨
学
金
制
度

の
周
知
に
努
め
、
ど
の
よ

う
な
支
援
策
が
望
ま
し
い

か
国
の
奨
学
金
制
度
の
動

向
、
県
の
返
還
支
援
事
業

の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

消
費
増
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
阻
止
を

庄
内
農
民
連
第

回
定
期
総
会
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